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品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

主成分
乾燥ワクチン　1バイアル（1,000羽分）中

発育鶏卵培養ニューカッスル病ウイルス MET95株　　　　107.5EID50以上
発育鶏卵培養鶏伝染性気管支炎ウイルス TM-86w 株　　　 106.5EID50以上

効能及び効果 ニューカッスル病及び鶏伝染性気管支炎の予防

用法及び用量

乾燥ワクチンに鶏用乾燥ワクチン溶解溶液“化血研”、生理食塩液又は精製水を加えて溶解し、
点眼用器具を用いて1羽当たり1滴（0.03mL）点眼投与するか、鶏の日齢に応じた量の飲用水を
加えて直接溶解し、飲水投与する。噴霧投与はニューカッスル病ワクチン及び鶏伝染性気管支
炎ワクチンを免疫した鶏の追加投与に限定し、4週齢以上の鶏に1羽分が1羽に噴射されるよう更
に生理食塩液、精製水又は飲用水で希釈し、投与する。

有
反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

アビテクト　NB／TM 財団法人 化学及血清療法研究所 H21.10.21 指定医薬品・劇薬
要指示医薬品

乳糖水和物 牛 ニュージーランド・米国 乳

製剤区分（薬効分類） 対象動物 剤型 使用禁止期間

生物学的製剤
（ウイルスワクチン類） 鶏 （動生剤）

凍結乾燥　生 ―

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

主成分

乾燥ワクチン　1バイアル（1頭分）中
猫腎（CRFK）細胞培養弱毒猫ウイルス性鼻気管炎ウイルスF2株 104.9TCID50以上
猫腎（CRFK）細胞培養不活化猫カリシウイルスG1株 101.7ELISA単位以上
猫腎（CRFK）細胞培養不活化猫カリシウイルス431株 101.7ELISA単位以上
猫腎（IRC5） 細胞培養弱毒猫汎白血球減少症ウイルスPLI IV株 103.5TCID50以上

効能及び効果 猫ウイルス性鼻気管炎、猫カリシウイルス感染症及び猫汎白血球減少症の予防

用法及び用量 乾燥ワクチン1本当たり、添付の溶解用液1本（1mL）で溶解し、8週齢以上の猫の皮下に3～4週
間隔で2回注射する。

有

反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

ピュアバックス　RCP メリアル・ジャパン株式会社 H21.10.28 指定医薬品・劇薬
要指示医薬品

カゼイン加水分解物
コラーゲン加水
分解物

牛
アメリカ、カナダ等
ブラジル、クロアチア、
ノルウェー等

乳
皮

製剤区分（薬効分類） 対象動物 剤型 使用禁止期間

生物学的製剤
（ウイルスワクチン類） 猫（8週齢以上） （動生剤）

混用 ―

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

主成分
1バイアル500mL（5,000尾分）中
イサキヒレ株化細胞培養マダイイリドウイルスEhime-1/GF14株不活化ウイルス液

（不活化前ウイルス量　108.7TCID50以上）
効能及び効果 マダイ、ブリ属魚類、シマアジ、ヤイトハタ及びチャイロマルハタのイリドウイルス感染症の予防

用法及び用量

・マダイ（約5g～約20g)）の腹腔内（魚体の腹鰭から肛門にいたる下腹部）又は筋肉内（魚体の
側線よりやや上方、背鰭中央真下の筋肉）に連続注射器を用い、0.1mLを1回注射する。
・ブリ属魚類（約10g～約100g）の腹腔内（腹鰭を体側に密着させたとき先端部が体側に接する
付近の中心線上）に連続注射器を用い、0.1mLを1回注射する。
・シマアジ（約10g～約70g）の腹腔内（魚体の腹鰭から肛門にいたる下腹部）に連続注射器を
用い、0.1mLを1回注射する。
・ヤイトハタ（約5g～約50g）の腹腔内（腹鰭を体側に密着させたとき先端部が体側に接する付
近の中心線上）に連続注射器を用い、0.1mLを1回注射する。
・チャイロマルハタ（約5～約50g）の腹腔内（腹鰭を体側に密着させたとき先端部が体側に接
する付近の中心線上）に連続注射器を用い、0.1mLを1回注射する。

無
反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

イリド不活化ワクチン「ビケン」
※チャイロマルハタに対する効
能効果の追加

財団法人　阪大微生物病研究会 H21.11.10 指定医薬品・劇薬

製剤区分（薬効分類） 対象動物 剤型 使用禁止期間

生物学的製剤
（ウイルスワクチン類）

マダイ、ブリ属魚類、
シマアジ、ヤイトハタ、
チャイロマルハタ

（動生剤）
液状　不活化 ―


